
Ⅰ. 緒言

テンサイそう根病, テンサイ褐斑病, テンサイ根腐病,

テンサイ黒根病は, てんさいの重要病害である｡ しかし,

｢クローナ｣１)や ｢リッカ｣ ７)といった現在作付されてい

る品種の多くは, これらの４病害に対する抵抗性を持っ

ていないか, あるいは不十分な場合が多い４)｡

輸入品種 ｢リボルタ｣ は, そう根病抵抗性, 褐斑病抵

抗性, 根腐病抵抗性がともに“強�, 黒根抵抗性が“や

や強”の４病害複合抵抗性を有し, 収量性は ｢クローナ｣

と同等であることが明かとなった｡ したがって, ｢リボ

ルタ｣ をそう根病の発生地帯を中心に, 潜在的に病害発

生のリスクが大きい圃場に導入することにより, てんさ

いの安定生産に寄与できると判断した｡

Ⅱ. 来歴および試験経過

｢リボルタ｣ は, スウェーデンのシンジェンタ種子会

社が二倍体単胚雄性不稔種子親系統 ｢HI0130xHI0427｣

と二倍体多胚花粉親系統 ｢HI0380｣ を交配し育成した

二倍体単胚のそう根病抵抗性一代雑種である｡

2006年に北海道糖業株式会社が導入し, ｢HMR06-01｣

の系統名で輸入品種予備試験及びそう根病抵抗性検定予

備試験を行った｡ 2007～2009年に ｢HT 30｣ の系統名で,

北海道立北見農業試験場 (以下, 北見農試), 同十勝農業

試験場 (以下, 十勝農試), 北海道農業研究センター (以

下, 北農研センター) で輸入品種検定試験, 社団法人北海

道てん菜協会により３カ所 (日本甜菜製糖株式会社, 北海

道糖業株式会社, ホクレン農業協同組合連合会) で品種連

絡試験を行った｡ また, 同年, 十勝農試で根腐病抵抗性特

性検定試験を行った｡ 2007～2009年に, 北見農試でそう

根病抵抗性特性検定試験, 2008～2009年に十勝農試で褐

斑病抵抗性特性検定試験, 北見農試で抽苔耐性特性検定試

験, 中央農業試験場 (以下, 中央農試) で黒根病抵抗性特

性検定試験, 全道３カ所で (真狩村, 美瑛町, 斜里町) で

現地検定試験を行った｡ 2010年に北海道農業試験会議 (成

績会議) において, 北海道優良品種候補とされ, 北海道農

作物優良品種認定委員会において優良品種に認定された｡

Ⅲ. 特性

１. 一般特性

表１に一般特性を示す｡ ｢リボルタ｣ の葉姿は ｢クロー

ナ｣ の �やや開平�, ｢リッカ｣ の“やや直立”に対し,

“直立”である｡ 葉長は ｢クローナ｣ と同様の“中”で,

｢リッカ｣ の“やや長”に対しやや短い｡ 葉数は ｢クロー

ナ｣, ｢リッカ｣ の“やや少”より多く, ｢リッカ｣ の

“やや多”より少ない“中”である｡ 葉形は ｢クローナ｣

の“楕円�, ｢リッカ｣ の“やや皮針”に対し, �皮針�

である｡ 葉面縮は ｢クローナ｣, ｢リッカ｣ と同様の“中”

である｡ 葉身の大きさは ｢クローナ｣ と同様の“中”で,

｢リッカ｣ の“やや小”に対しやや大きい｡ 葉柄長は

｢クローナ｣ の“中�, ｢リッカ｣ の“やや長”に対して
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短い“やや短”である｡ 葉柄の太さは ｢クローナ｣ の

“やや細い”より太く, ｢リッカ｣ と同様の“中”である｡

クラウンの大きさは ｢クローナ｣, ｢リッカ｣ の“小”

より大きい“やや小”である｡ 根形は ｢クローナ｣ の

“やや短円錐”に対し長く, ｢リッカ｣ と同様の“円錐”

である｡ 根長, 根周, 分枝根は ｢クローナ｣, ｢リッカ｣

と同様に, それぞれ“中�, “中�, �少”である｡ 露肩

は ｢クローナ｣, ｢リッカ｣ の“中”に対して多い“やや

多”である｡ 皺の多少は“やや少”で, ｢クローナ｣, ｢リッ

カ｣ の“中”に対して少ない｡ 肉質は ｢クローナ｣ の“や

や硬”に対し軟らかく, ｢リッカ｣ と同様の“中”である｡

２. 収量および品質

｢モノホマレ｣ (標準品種) に対する百分比 (以下,

標準品種比) で, ｢リボルタ｣ の根重は107％と ｢クロー

ナ｣ 並で, ｢リッカ｣ より軽い (表２)｡ 根中糖分は同102

％と ｢リッカ｣ 並で, ｢クローナ｣ よりやや低い｡ 糖量

は同109％と ｢クローナ｣ 並で, ｢リッカ｣ より少ない｡

現地試験の結果でも, 根重は標準品種比107％, 根中

糖分は同103％, 糖量は同110％であり, 試験場およびて

ん菜協会での結果と同様の傾向を示した (表３)｡

砂糖の結晶化を妨げ, 品質を悪化させる有害性非糖分

であるアミノ態窒素, カリウム, ナトリウムのうち, ア

ミノ態窒素とカリウムは, ｢クローナ｣, ｢リッカ｣ より

やや低いか低い｡ ナトリウムは同程度である｡ これらか

ら計算される不純物価は ｢クローナ｣, ｢リッカ｣ より少

ない (表４)｡
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３. その他の特性

� 病害耐性

そう根病抵抗性は ｢リッカ｣ と同じ“強”判定である

(表５)｡ 褐斑病抵抗性, 根腐病抵抗性は“強”判定であ

り, いずれの試験においても, 各病害抵抗性“強”の基

準品種よりも発病程度は低かった (表６, 表７)｡ 黒根

病抵抗性性は“やや強”である (表８)｡
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� 抽苔耐性

抽苔耐性特性検定試験により抽苔耐性は ｢クローナ｣,

｢リッカ｣ よりやや劣る“やや強”と判定された (表９)｡

各地の試験においても, 2007年女満別町 (品種連絡試験),

2008年芽室町 (品種連絡試験), 2008年, 2009年斜里町

(現地検定試験) の, のべ４カ所で抽苔発生が認められ

た (表10)｡

� 育苗条件と抽苔発生の関係

① 育苗条件が抽苔発生に及ぼす影響

斜里町と本別町の２カ所でそれぞれの慣行法で育苗を

行った後, 斜里町の同一圃場に移植し, 育苗条件と抽苔

発生程度の関係を調査した｡

播種から40日目までの育苗管理は, 播種後21～30日の

目標温度が斜里町で５℃低かったものの, 全体では概ね

同等であった｡ ハードニングは本別町では, ハウスの側

窓を全開にした行っていたが, 斜里町では, 屋外に置床

して行っていた (表11)｡ さらに, ハードニング実施期

間中, 斜里町では本別町に比べ, 最低気温, 平均気温,

最高気温のいずれも低かった｡ 特に, 氷点下日数が本別

町の２日に対して斜里町は10日と多く, 氷点下積算温度

も-24.7℃と低かった｡ 移植後, 斜里育苗では本別育苗

に比べ, 早い時期から抽苔が発生し, その発生率も10.5

％と高かった (表12)｡

② 移植後の条件が抽苔発生に及ぼす影響

多発した斜里町と同じ網走沿海に地帯区分される遠軽

町と湧別町の気象条件について検討した｡ 斜里町と他の

２町のあいだには, 移植後の気象条件に差はなかった

(表13)｡ しかし, 遠軽町, 湧別町では, 抽苔発生は認め

られなかった｡

③ 抽苔発生事例と各種条件

抽苔発生が認められた４事例の育苗条件と気象条件に

ついて検討した (表14)｡ その結果, ４事例中３事例で

播種が地区平均 (網走管内地区平均播種日３月11日, 網

走支庁作況による) より早かった｡ また, ２事例に共通

して①屋外での長期にわたるハードニング (2008年斜里

町, 2009年斜里町), ②ハードニング時の最低気温の氷

点下積算気温が-20℃以下 (2007年女満別町, 2009年斜

里町), という２つの要因が挙げられた｡ なお, 2007年

の女満別町, 2008年の芽室町では, 移植後に降雨や降雪

があり, 連続した低温条件が続いていた｡
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Ⅳ. 適地および栽培上の注意点

適地は北海道一円で, 普及見込み面積は2010年に3,000

ha, 2011年以降に5,000ha以上である｡

栽培上の注意事項として, ｢リボルタ｣ は抽苔耐性が

“やや強”であるため, 抽苔リスクを軽減するために,

育苗に当たっては以下に留意する必要がある｡

①屋外での長期置床や, ハウス内であっても最低気温

が氷点下となるような過度な馴化処理を避ける｡ 最低気

温が氷点下となるような低温時には, 保温を行う｡

②早期播種は寒冷な気象に遭遇しやすく, また, 必然

的にハードニング期間が長くなるため, 避ける｡

Ⅴ. 論議

テンサイそう根病, テンサイ褐斑病, テンサイ根腐病,

テンサイ黒根病のうち, そう根病, 黒根病に対しては,

抵抗性品種の作付がもっとも有効な対策である｡ 褐斑病,

根腐病は防除を行うことで被害の軽減を図れるものの,

適期に薬剤防除が行えない場合には, 減収被害の恐れが

高い｡ 特に, 排水性が悪い圃場や短期輪作圃場ではこれ

らの病害が多発しやすいことが知られている３)５)｡ その

ため, 複数の病害に抵抗性を持つ ｢複合病害抵抗性品種｣

の導入が要望されてきた｡ 平成20年に優良品種として認

定された ｢リッカ｣７) は, 複合耐病性品種として作付け

面積が増加している｡ しかし, ｢リッカ｣ は, そう根病

抵抗性が“強�, 黒根病抵抗性が“中�, 褐斑病抵抗性が

“やや強”であるが, 根腐病に対する抵抗性は“やや弱”

であった｡

今回優良品種に認定された ｢リボルタ｣ は, ４つの病

害に高い抵抗性を持つ｡ これは, 国内の実用品種では初

である｡ そのため, 本品種をそう根病の発生地帯を中心

に, 潜在的に病害発生のリスクが大きい圃場に導入する

ことで, てんさいの安定生産に寄与できると考えられる｡

ただし, 本品種は各種病害に対する抵抗性を備えるが,

まったく罹病しない品種ではない｡ また, 病害発生リス

クの高い圃場への導入が予定されていることから, ｢北

海道防除ガイド｣ に沿った防除が必要である｡

｢リボルタ｣ の抽苔耐性は“やや強”である｡ 試験に

おいても４例の抽苔発生が認められた｡ てんさいの抽苔

発生は, 幼苗期の低温条件が関わっていることが知られ

ている｡ しかし, 個々の品種で抽苔に対する感受性の高

い時期は異なっている２)６)｡ ｢リボルタ｣ の抽苔発生事例

や育苗試験の結果から, ｢リボルタ｣ の抽苔発生は

｢リボルタ｣ の抽苔発生事例や育苗試験の結果から, ｢リ

ボルタ｣ の抽苔発生は, 早期播種や気温が低い地域での

屋外でのハードニングなど育苗中の極端な低温が主な原

因と考えられた｡ 2007年女満別町, 2008年芽室町の事例

では移植後の連続した低温が抽苔を助長した可能性も示

唆されたが, 網走沿海部における試験結果から移植後の

条件のみで抽苔発生の差を説明することはできないと考

えられた｡ 以上から, 適切な育苗管理を行えば, 抽苔発

生が抑えられ, 生育や作業に問題を生じることはないと

判断された｡

早期播種や気温が低い地域での屋外のハードニングな

ど育苗中の極端な低温が主な原因と考えられた｡ 2007年

女満別町, 2008年芽室町の事例では移植後の連続した低

温が抽苔を助長した可能性も示唆されたが, 網走沿海部

における試験結果から, 移植後の条件のみで抽苔発生の

差を説明することはできないと考えられた｡ 以上から,

適切な育苗管理を行えば, 抽苔発生が抑えられ, 生育や

作業に問題を生じることはないと判断された｡
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